






























 



 







内部事務のやりがいと心がけていること

15 16

どんなに多くの事例に携わっても、これまで経験したことのないケースや複雑な事例など
では、納税者の方への対応に迷うこともあります。そのようなときは、その場しのぎの回
答をするのではなく、時間をかけてでも、常に正しい回答をすることが大切だと考えてい
ます。
そして、その“正しい回答”を導き出すために、実務経験を積んだのちに受講する本科研
修で学んで習得した「判例を読み解く力」を活かして類似の事例がないか探したり、研修
で一緒に学んだ全国にいる頼れる仲間たちに相談したりしています。

「税務職員＝税法を常に扱う職業」と思い、この職場に入りましたが、ほとんど税法を扱
わない総務課での業務を税務署と国税局のそれぞれで経験しました。
総務課は、全ての部門と関わりを持つため、国税の仕事全体を広い視野で捉えられるよ
うになりましたし、私は飽き性な面があるので、調査とは違う仕事も有意義でした。
国税の職場は、職員数が多く大きな組織だからこそ、幅広いフィールドで活躍できるの
だと感じていますし、調査だけではなく、様々な仕事をやってみたいという人にもおすす
めの職業だと思います。

「知らない事柄を学べる」という魅力があり、
自分自身が成長できる職場です。

業務センター室は、税務署における内部事務の効率化・高度化を図り、納税者の方の利便性
の向上などを目的に、個人課税や法人課税など各部門ごとに行っていた内部事務を一括して
集約処理しています。内部事務には、納税者の方から提出された申告書や届出書などの入力
処理、申告内容についての照会文書の発送などの業務があり、私は、書類の控えを返送する
郵便事務、会計検査院に提出する証拠書類の作成・報告事務などを担当しています。

資料調査課は、税務署では十分な調査を行うことが困難な複雑・大口・悪質な事案の
調査を担当しています。資料調査第二課では、資産に関する相続税・贈与税・所得税
（譲渡所得）の調査を行っていて、チームが数か所に分かれて、一斉に調査臨場すること
があり、正に“チーム力”が求められる仕事です。

前任署で総務課に配属になったとき、事務の引継ぎが対面でできる期間が短く、初めて
担当する内部事務の業務に戸惑うことが多くありました。わからない業務については、や
り方を上司が丁寧に教えてくれたり、事務を引き取って手本として実際にやってみせてく
れたりしたおかげで、内部事務について理解を深めることができました。
また、前任署は離島にあるため職員数が少なく、総務を経験したことがある職員も少な
いことから、上司を通じて紹介していただいた、同じような離島にある署の総務担当に積
極的に連絡を取ることで総務事務を円滑に行うことができるようになりました。

担当する事案に特化して調査する課税部門の業務とは異なり、内部事務は、幅広い事務
をどのような流れで、どのように処理していくのか、全体を見通す必要があるので、申告
書の提出から納税に至るまでの業務全体の流れが把握できましたし、事務を処理する
ために調べることも多くあり、様々な知識が得られることにやりがいを感じます。
また、業務センター室には、調査支援や総括・監査など４つのグループがあり、それぞれ、
他のグループとのやり取りも多いため、連携を密にし、フットワークを軽くして業務を
行っています。
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苦労したことと、そこからの切り替え

税のスペシャリストとして心がけていること

税務職員の働き方
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税務の職場の関係性はフラットで、
若手でも意見や考え方を言える雰囲気です。
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システム関係の仕事に初めて配置された際、配属当初はシステムに関する知識がゼロだっ
たため、打合せで飛び交う専門用語も分からず、苦労しました。
初めての打合せでは、１日、打合せ資料で分からなかった説明・単語をひたすらマーカーし
ながら説明を聞き、自室に戻ってから資料を見直しました。調べても分からない用語は詳し
い人に教えてもらいながらでしたが、後日の打ち合わせでは、どうにかコメントできる程度に
なり、その後通算で４年、システムに関連する仕事を経験しました。
その時培った経験、知識はその後も役に立っています。

若い頃は、個人事業者の税務調査などを担当していましたが、まずは先輩職員の仕事を見
て、応接や調査手法などを学んでいました。
後はとにかく独り合点せず、先輩上司に確認してから物事を進めることを意識していました。
今は、国税庁・国税局のポータルサイトに様 な々情報が掲載されており、様 な々知識・ノウハ
ウを机上でも習得することができるようになっています。
国税の職場は、先輩上司のサポート以外にも、仕事で困ったことや分からないことを自己解
決できるツールも充実しているほか、未経験の仕事に就く際には、都度、実務研修を受ける
ことができます。

S58.4　　札幌局採用
S59.6～　東京局木更津署所得税第１部門
H 8.7～　東京局課税第一部所得税課
H14.7～　国税庁課税部個人課税課総務係長・監理第３係長（20年目）
　　　　　国税庁課税部課税総括課総務係長・調整係長
　　　　　国税庁長官官房総務課総務第一係長
H21.7　　東京局千葉西署個人課税第１部門統括官
H24.7　　国税庁長官官房企画課、国税庁課税部個人課税課課長補佐（30年目）
H25.7　　東京局千葉東署副署長
H27.7　　国税庁課税部課税総括課課長補佐

金沢国税局長

長内  昌三  Shouzou　Osanai
昭和 58 年採用

今までの経験の中で苦労したこと

若い頃に意識していたこと

皆さんへのメッセージ

　H29.7　東京局向島税務署長（35年目）
　H30.7　東京局課税第一部企画調整官
　R 元.7　東京局総務部企画課長
　R 2 .7　東京局課税第一部個人課税課長
　R 3 .7　東京局課税第一部課税総括課長
　R 4 .7　福岡局課税第一部長（40年目）
　R 5 .7　国税庁長官官房総務課監督評価官室長
　　　　　兼厚生管理官
　R 6 .7　金沢国税局長

経　歴

国税局／税務署
調査官
徴収官
査察官

国税局
係長
税務署
総括上席

国税局
専門官・課長補佐
税務署
統括官・総務課長

国税局
課（室）長
税務署
副署長・署長

調査・徴収から
スタート！

次のステップへの
準備期間！

習得した調査・徴収
技法を駆使し、国税局・
税務署等幅広い
フィールドで活躍！

各部門の事務運営を
企画・立案するほか、
管轄内の税務署を
監督・指導！

国税局・税務署の
第一線の指揮官として

部下職員を
指揮・指導！

国税局・税務署の
幹部として
税務行政を
舵取り！

30年目～ Career Path

20年目～

15年目～

8年目～

1年目

Career Path
キャリアパス

国税の仕事は、税務調査や滞納整理などの納税者対応のほか、法務部署やシステム関係の
業務など多岐にわたっています。
やりたい仕事、自分に向いている仕事が見つかっていない人でも、自分にあった仕事がきっ
と見つかると思います。
税務の職場はとてもアットホームで、若手職員も含め伸び伸びと「国の財政基盤を支えてい
る」という矜持を持ちながら意欲的に働いています。私自身、税務署に行って若手職員に話
を聞くと皆、「やりがいを感じる」「税務の職場に入ってよかった。」と言ってくれます。少しでも
興味のある方は是非、チャレンジしてください。

高度で専門性が高いからこそ、スキルアップに
つながるやりがいがある仕事と言えます。

27 28
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